
無
著
以
前
の
玲
伽
行
唯
識
学
説
は
「
解
深
密
経
』
五
巻
や
『
琉
伽
師
地
論
」
百
巻
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
雁
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
哲
学
的
・
組
織
的
に
簡
単
に
体
系
化
し
た
も
の
が
無
著
（
陦
画
厨
巴
の
「
摂
大
乗
論
」
（
冨
昌
ご
習
画
‐
の
四
日
四
目
巴
三
巻
で
あ
り
、

そ
れ
は
画
期
的
な
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
や
「
中
辺
分
別
論
」
等
の
学
説
を
採
用
し
て
、
実
弟
の
世
親
ｓ
ゆ
め
匡

冨
己
言
、
約
四
○
○
’
四
八
○
）
が
注
釈
し
た
も
の
が
「
摂
大
乗
論
釈
』
（
三
豊
図
習
画
‐
閻
日
四
画
言
‐
喜
閉
息
）
十
巻
で
あ
る
。
（
以

下
、
本
書
を
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
ま
た
は
「
世
親
釈
」
と
略
称
す
る
）

そ
の
「
摂
大
乗
論
」
に
は
現
在
漢
訳
と
し
て
、
後
魏
の
仏
陀
扇
多
訳
（
五
三
一
年
訳
）
と
陳
の
真
諦
訳
（
五
六
三
年
訳
）
と
唐
の
玄
英

訳
（
六
四
八
’
六
四
九
年
訳
）
の
三
漢
訳
本
と
、
晴
の
笈
多
共
行
矩
等
訳
の
「
世
親
釈
」
か
ら
得
ら
れ
る
一
本
と
の
計
四
漢
訳
本
が
あ

る
。
更
に
、
チ
ベ
ッ
ト
、
尽
鼠
の
“
の
号
訳
（
八
世
紀
訳
）
の
一
本
が
あ
っ
て
総
計
五
本
が
あ
る
こ
と
に
な
竜
そ
し
て
、
世
親
造
の

「
摂
大
乗
論
釈
」
に
は
真
諦
訳
と
笈
多
共
行
矩
等
訳
（
六
○
五
’
六
一
六
年
訳
、
以
下
、
達
摩
笈
多
訳
ま
た
は
笈
多
訳
と
略
称
す
る
）
と

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二

ｌ
釈
依
止
勝
相
品
（
所
知
依
章
）
Ｉ

一
、
は
じ
め
に

岩
田
諦
靜

(97）



玄
英
訳
（
六
四
八
’
六
四
九
年
訳
）

チ
ベ
ッ
ト
訳
、
摂
大
乗
論
（
皇
品
ｇ
ｏ
言
画
９
房
含
め
息
）

爵
＄
の
乱
の
訳
（
八
世
紀
訳
）

チ
ベ
ッ
ト
訳
、
摂
大
乗
論
世
親
釈
（
三
品
冨
。
言
冒
冒
房
含
め
冨
琶
詩
邑
冨
）

冒
冒
日
冨
『
鼠
且
目
目
訳
（
一
○
四
五
’
一
○
五
四
年
訳
）

仏
陀
扇
多
ａ
巨
邑
冨
獣
ご
厨
・
’
五
二
’
五
三
一
ｌ
）
は
論
本
の
訳
出
だ
け
で
、
釈
論
の
訳
出
が
な
い
。
達
摩
笈
多
（
号
日
日
紺
眉
冨
》

’
五
九
○
’
六
一
九
）
は
『
世
親
釈
』
の
訳
出
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
釈
論
の
中
か
ら
論
本
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
漢
訳
論
本

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

玄
英
訳
の
漢
訳
三
本
と
チ
ベ
ッ
ト
、
冒
冨
召
冨
司
鼠
且
創
目
訳
（
一
○
四
五
’
一
○
五
四
年
訳
）
と
が
あ
り
、
現
在
四
種
の
訳
本
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
無
性
造
の
「
摂
大
乗
論
釈
』
（
巨
四
冨
嵐
目
‐
留
日
四
ｍ
ｇ
‐
呂
画
己
冨
且
冨
ご
巴
に
は
玄
英
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳

の
二
訳
本
が
現
存
し
て
い
篭

摂
大
乗
論
・
摂
大
乗
論
世
親
釈

摂
大
乗
論
・
摂
大
乗
論
世
親
釈

（
３
）

い
ま
そ
の
「
摂
大
乗
論
』
と
「
世
親
釈
」
と
を
訳
出
年
代
順
に
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

摂
大
乗
論
仏
陀
扇
多
訳
（
五
三
一
年
訳
）

真
諦
訳
（
五
六
三
年
訳
）

〔
摂
大
乗
論
〕
・
摂
大
乗
論
世
親
釈

笈
多
共
行
矩
等
訳
（
六
○
五
’
六
一
六
年
訳
）

(妬）



は
四
本
が
得
ら
れ
る
。
漢
訳
の
論
本
は
約
一
二
○
年
間
に
ほ
ぼ
三
十
年
の
間
隔
で
四
回
訳
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
「
世

親
釈
」
は
な
ぜ
か
論
本
の
訳
出
よ
り
非
常
に
お
く
れ
て
冒
冨
昌
冨
『
鼠
且
愚
口
四
（
シ
言
留
》
阿
通
沙
、
九
八
二
’
一
○
五
四
）
に
よ
っ

て
一
○
四
五
年
か
ら
一
○
五
四
年
の
間
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
は
、
真
諦
訳
と
達
摩
笈
多
訳
と
玄
英
訳
と
の
三
漢
訳
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
四
訳
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ

の
中
の
達
摩
笈
多
訳
と
玄
笑
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
三
訳
本
は
分
斌
的
に
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
晶
初
の
漢

訳
本
で
あ
る
真
諦
訳
は
三
訳
本
に
比
較
す
る
と
約
二
倍
近
い
分
量
に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
真
諦
訳
出
の
も
の
だ
け
が
な
ぜ
他
訳
に

比
し
て
、
そ
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
真
諦
訳
以
前
に
は
仏
陀
扇
多
訳
の

「
摂
大
乗
論
」
は
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
職
伽
行
唯
識
学
説
は
い
ま
だ
中
国
に
十
分
に
伝
播
し
て
い
な
か
っ
た
為
に
、
翻
訳
の
時

に
多
く
の
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
為
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
真
諦
訳
だ
け
が
他
訳
に
対
し
て
約
二
倍
も
の

分
量
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
注
稗
的
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
に
そ
の
中
に
、
訳
者
自
身
の
学
説
も
説
か
れ

（
４
｝

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
幾
例
か
は
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
の
第
一
章
「
釈
依
止
勝
相
品
」
（
所
知
依
章
）
に
つ
い
て
、
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
を
中
心
に
比
較
対

照
し
て
、
真
諦
が
増
広
付
加
し
て
訳
出
し
た
解
釈
部
分
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
そ
の
中
に
真
諦
自
身
の
学
説
が
如

何
に
説
か
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
基
礎
的
資
料
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
、真

諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）
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釈
依
止
勝
相
品
（
所
知
依
章
）
に
は
「
世
親
釈
」
だ
け
に
あ
る
帰
敬
偽
と
「
摂
大
乗
論
」
に
対
す
る
衆
名
品
（
總
標
網
要
章
）
が
あ
る
。

し
か
し
、
本
論
で
は
、
阿
黎
耶
識
説
の
説
か
れ
る
部
分
か
ら
の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

真
諦
が
、
阿
黎
耶
識
説
を
説
く
「
釈
依
止
勝
相
品
」
の
漢
訳
に
当
り
、
ど
の
よ
う
に
増
広
付
加
し
た
か
を
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
を

比
較
対
照
し
て
、
真
諦
に
お
け
る
特
殊
な
叙
述
、
す
な
わ
ち
増
広
付
加
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
指
摘
し
そ
れ
を
手
掛
り
に
し
て
、
阿
黎
耶

識
説
に
お
け
る
真
諦
自
身
の
唯
識
説
を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
佐
々
木
月
樵
「
漢
訳
四
本
対
照
摂
大
乗
論
附
西
蔵
訳
摂
大
乗
論
』
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
昭
和
三
十
四
年
）

（
２
）
「
摂
大
乗
論
釈
（
無
性
釈
三
大
正
蔵
三
十
一
巻
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
「
無
性
釈
」
弓
言
函
冒
ｏ
言
．
ｇ
房
号
の
目
宮
庶
且
の
ご
胃
）
「
北

京
版
西
蔵
大
蔵
経
」
く
○
一
ゞ
巨
Ｐ
ｚ
Ｏ
・
訊
留
．

（
３
）
拙
著
「
初
期
唯
識
思
想
研
究
」
（
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
）
五
九
’
六
二
頁
。

（
４
）
宇
井
伯
寿
「
摂
大
乗
論
研
究
」
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
年
）

高
崎
直
道
「
真
諦
訳
摂
大
乗
論
世
親
釈
に
お
け
る
如
来
蔵
説
ｌ
宝
性
論
と
の
関
連
ｌ
」
二
結
城
教
授
頌
寿
記
念
仏
教
思
想
史
論
集
」
、
大
蔵
出

版
、
一
九
六
四
年
）
二
四
一
’
二
六
四
頁
。

拙
論
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
の
漢
蔵
和
三
訳
対
照
ｌ
釈
応
知
勝
相
品
ｌ
そ
の
㈲
」
（
鈴
木
学
術
財
団
「
研
究
年
報
」
皿
号
、
一
九
七
七
年
）
三
四

’
四
八
頁
。

三
、
釈
依
止
勝
相
品
（
所
知
依
章
）
の
増
広
部
分
と
そ
の
検
討

一
、 真

諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

(〃0）



真
諦
訳
の
「
世
親
釈
」
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
を
比
較
対
照
し
解
決
す
る
に
当
り
、
対
照
の
区
分
方
法
は
玄
英
訳
の
「
摂
大
乗
論
」
の
論
日

と
あ
る
部
分
を
基
準
に
し
て
、
そ
れ
に
通
し
番
号
（
略
号
〔
一
・
一
〕
～
〔
一
・
一
○
〕
な
ど
）
を
付
け
、
そ
れ
に
従
っ
て
真
諦
訳
と
チ

（
１
）

ベ
ッ
ト
訳
と
を
区
分
し
比
較
対
照
さ
せ
た
。

〔1.1]
注

（
１
）
こ
の
区
分
方
法
は
、
拙
著
『
初
期
唯
識
思
想
研
究
』
（
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
の
二
部
資
料
の
「
世
親
造
「
摂
大
乗
論
釈
』
所
知
相

章
の
蔵
漢
対
照
と
、
拙
論
「
世
親
造
「
摂
大
乗
論
釈
』
所
知
依
章
の
蔵
漢
対
照
㈲
」
（
「
法
華
文
化
研
究
」
第
十
八
号
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研

究
所
、
一
九
九
二
）
で
も
用
い
た
。

な
お
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
和
訳
に
当
っ
て
、
長
尾
雅
人
著
「
摂
大
乗
論
ｌ
和
訳
と
注
解
ｌ
」
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
を
参
照
し
、
多
く
の

示
唆
を
得
た
こ
と
を
明
記
し
て
学
恩
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

衆
名
章
第
三

ノ
ニ
ク

ハ
テ
ニ
ア
ク

ハ
ナ

論
日
。
此
初
説
応
知
依
止
、
立
名
二
阿
黎
耶
識
一
。
世
尊
於
一
↓

レ
ノ
ニ
キ
ノ
ヲ
ピ
イ
テ
ノ
ヲ
ク
ル
ヤ

ト
シ

ハ

チ
ベ
ッ
ト
訳

何
虚
一
説
二
此
識
一
及
説
二
此
識
一
名
一
》
阿
黎
耶
一
・
如
一
仏
世
尊

ノ
ノ
ニ
ケ
ル
ガ

〔
論
日
〕
そ
の
中
で
、
先
ず
最
初
に
、
た
だ
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
所

阿
毘
達
磨
略
本
偶
中
説
一

知
依
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
世
尊
は
ア
ー
ラ
ャ
識
を
〔
何
処

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

一
一
、

(IOI)



真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

ノ
ハ
ノ
ヨ
リ

ノ
ニ
シ
テ

此
界
無
始
時
一
切
法
依
止
で
〕
説
か
れ
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
云
何
に
説
か
れ
る
の
か
。
世

若
郁
謝
道
高
此
試
睡
ト
浬
蕊
。
尊
は
阿
毘
達
磨
経
の
中
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
偶
頌
を
説
か
れ

ス
イ
テ
ワ
セ
ン
ト

ノ
ピ
ヲ

ト
ハ
ク

伽
釈
日
。
今
、
欲
下
引
｝
阿
含
一
證
中
阿
黎
耶
識
体
及
名
上
。
阿
含
謂
る
。

ニ
シ
テ
ノ
ー
ハ
ケ
リ
ヲ

大
乗
阿
毘
達
磨
、
此
中
仏
世
尊
説
し
偶
。
無
始
時
来
の
界
は
、
一
切
法
の
等
し
く
依
止
で
あ
っ
て
、

レ
チ
ノ

ノ
ハ
フ
テ
ヲ
ス
ト
ノ
ニ
リ

ニ
ハ

㈲
此
即
此
阿
黎
耶
識
界
、
以
レ
解
以
レ
性
。
此
界
有
二
五
義
一
・
一
体
そ
れ
が
有
る
時
に
諸
趣
と
浬
藥
を
証
得
す
る
、

ノ
ナ
リ
ノ
ハ
ズ
デ
ノ
ヲ
レ
バ
ノ
ー
ハ

類
義
。
一
切
衆
生
不
し
出
二
此
体
類
一
・
由
二
此
体
類
一
衆
生
不
し
と
説
か
れ
る
。

ナ
ラ
ニ
ハ
ノ
ナ
リ
ノ
ノ
ナ
ル

ハ
ジ
テ
ノ
ヲ
ズ
ル
ガ
ナ
リ

異
。
二
因
義
。
一
切
聖
人
法
四
念
虚
等
縁
二
此
界
一
生
故
。

ニ
ハ
ノ
ナ
リ
ノ
ノ
ノ
ハ
ル
ガ
ス
ル
ニ
ノ
ノ
ヲ
二

三
生
義
。
一
切
聖
人
所
得
法
身
、
由
し
信
一
楽
此
界
法
門
一
故

ル
ナ
リ
ス
ル
コ
ト
ワ
ニ
ハ
ノ
ナ
リ
ツ
テ
ニ
セ

ニ
テ
モ

得
一
↓
成
就
一
。
四
真
実
義
。
在
二
世
間
一
不
し
破
、
出
世
間
亦

ル
ナ
リ
キ
ニ
ハ
ノ
ナ
リ
シ
ズ
レ
パ
ノ
ー
ハ
ナ
ル
ガ
ニ
ジ
ヲ
シ
ニ
セ
パ

不
し
蓋
。
五
蔵
義
。
若
応
二
此
法
一
自
性
善
故
成
し
内
、
若
外
ニ

ノ
ワ
モ

ス
ト
チ
ズ
ル
ガ
ワ
ナ
リ

此
法
一
雄
一
復
相
応
一
、
則
成
レ
穀
故
。

ス
レ
パ
ノ
ニ

ハ
ク
ヨ
ノ
ハ
カ
サ
ス

ロ
約
一
・
此
界
一
、
仏
世
尊
説
、
比
丘
、
衆
生
初
際
不
レ
可
一
了
達
一
。

ワ
シ
ト
ニ
レ
テ
セ
ハ
レ
ハ
ス
ル
ハ
ニ
ル

無
明
為
し
蓋
、
食
愛
所
し
縛
、
或
流
或
三
接
、
有
時
泥
黎
耶
、
有

ハ
ニ
ル
ハ
ニ
ル
ハ

ニ
ル
ハ
ニ
ル
ハ

時
畜
生
、
有
時
鬼
道
、
有
時
阿
修
羅
道
、
有
時
人
道
、
有
時
天

一
一

ヨ
ハ
ク
ノ
ー
ケ
ヲ

シ
シ
テ
ニ
ク

道
一
。
比
丘
、
汝
等
如
レ
此
長
時
受
し
苦
、
増
盆
貧
愛
恒
受
二
血

ヲ
ル
ガ
ノ
ー
ニ
ル
ノ
ナ
ル
ワ
シ
ニ
ヘ
ル
ガ
ヨ
ノ

滴
一
。
由
二
此
證
一
故
、
知
二
無
始
時
一
・
如
二
経
言
一
、
世
尊
、
此

ハ
し

し
レ
ニ
シ
テ
ニ
シ
ピ

レ

テ

識
界
是
依
、
是
持
、
是
庭
、
恒
相
応
及
不
二
相
離
一
、
不
し
捨
レ
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ニ
ノ
ハ
ノ
ヨ
リ
ト
ハ
チ
レ
ハ
ス
ヲ
シ
レ
パ
テ
ワ
シ

側
復
次
、
此
界
無
始
時
者
、
即
是
顕
レ
因
。
若
不
レ
立
レ
因
可
レ
〔
釈
日
。
〕
そ
の
中
で
、
ア
ー
ラ
ャ
識
で
あ
る
こ
と
の
教
証

フ
リ
ト
メ

言
し
有
し
始
。
一
切
法
依
心
苛
恥
聿
此
謝
凝
一
》
一
切
法
因
｝
故
、
（
四
ｍ
ｍ
日
画
）
は
世
尊
に
よ
っ
て
、
彼
の
阿
毘
達
磨
〔
経
〕
に
よ

ノ
ト
ニ

ク

ノ
ナ
リ
ト
シ
レ
パ
ハ
リ
ピ
リ
ト
ハ
ル
コ
ト
ワ

説
二
一
切
法
依
止
一
・
若
有
諸
道
有
、
及
有
レ
得
一
》
浬
桑
一
者
、
り
最
初
に
説
か
れ
た
。
「
無
始
時
来
の
界
」
と
い
わ
れ
る
と
こ

ノ
ノ
ガ
シ
ラ
パ
ノ
ハ
チ
リ
モ
ラ
ン
ツ
テ
ノ
ー

此
一
切
法
依
止
、
若
有
是
道
則
有
、
果
報
亦
有
。
由
一
此
果
報
一
ろ
の
偏
頌
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
界
」
と
は
因
の
こ
と
で
あ

ハ
ク
レ
パ
ワ
シ
キ
コ
ト
シ
ム
セ
ト
ト
ノ
ワ
シ
テ
ル
コ
ト
ヲ
リ

衆
生
受
し
生
、
易
し
可
し
令
し
解
一
邪
正
両
説
分
別
有
屡
異
。
る
。
．
切
法
の
等
し
く
依
止
で
あ
る
」
と
は
因
が
有
る
こ
と

二
タ
ク
テ
ノ
ワ
ニ

ヲ
ル
ガ
ノ
ー
ニ
ズ

何
後
復
、
能
得
二
上
品
正
行
一
応
得
一
勝
徳
一
・
由
二
煩
悩
依
止
一
故
生
二

に
よ
り
、
一
切
法
の
依
止
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
そ

ノ
ト
ビ
ノ
ヲ
ノ
ノ
ノ
ヲ
ク
ノ

極
重
煩
悩
、
及
常
起
煩
悩
一
。
是
果
報
等
四
種
差
別
名
一
依
止
れ
が
有
る
か
ら
」
と
は
、
そ
れ
は
一
切
法
の
等
し
く
依
止
で
あ

卜
ク
ス
レ
パ
ノ
ー
ク
ノ
ト

ノ
ニ
ダ
ノ

勝
一
。
能
翻
三
此
四
種
一
名
二
依
止
下
劣
一
・
生
死
中
不
二
但
道
等
る
中
に
「
諸
趣
」
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
生
死
輪
廻
の
中
に
お

ナ
ル
ど
●
、
ナ
ラ
ノ
モ
ズ
ニ
ヲ
テ
ノ
ニ
シ
レ
パ
チ
レ
パ
ナ
リ

非
有
一
、
浬
藥
義
亦
非
し
有
。
何
以
故
、
若
有
一
煩
悩
一
則
有
一
》
い
て
存
在
す
る
の
が
趣
で
あ
る
。
た
だ
趣
の
み
が
存
在
し
な
い

ノ
ニ
リ
テ

ク
ス

ノ
ワ

解
脱
一
。
応
知
依
止
中
復
有
一
阿
含
一
、
能
證
一
阿
黎
耶
識
名
一
。
こ
と
が
浬
梁
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
存
在
す
る
と
き
雑
染
と
浬
梁

で
も
あ
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

ニ
フ
ピ
リ
ト
ル
コ
ト
ヲ

故
、
言
三
及
有
レ
得
二
浬
薬
一
・

ヲ
ノ
二
・
ン
キ
ノ
ノ
ナ
リ
ヨ

ト
ハ
ヒ
レ

智
、
無
為
恒
伽
沙
等
数
諸
仏
功
徳
。
世
尊
、
非
相
応
、
相
離

ツ
ル
ヲ
ノ
ニ
シ
テ
し
し
レ
ナ
ル
ガ
ニ
フ

ノ

捨
レ
智
有
為
諸
法
、
是
依
、
是
持
、
是
虚
故
、
言
二
切
法
依

卜
シ
ニ
ヘ
ル
ガ
ヨ
シ
ガ
レ
バ
ノ
ル
ガ
七
二
キ
ガ

止
一
。
如
一
経
言
一
、
世
尊
、
若
如
來
蔵
有
由
し
不
し
了
故
、
可
レ

フ
ハ
レ
ル
ト
ニ
フ
シ
レ
パ
リ
ト
シ
ニ
ヘ
ル
ガ
ヨ

言
二
生
死
是
有
一
故
、
言
二
若
有
諸
道
有
一
。
如
一
経
言
一
、
世
尊
、

シ
ガ
レ
パ
ル
ー
テ
ニ
ク
ス
ル
コ
ト
ナ
ニ
キ
ガ
ノ

若
如
來
蔵
非
し
有
、
於
レ
苦
無
厭
悪
一
、
於
浬
藥
一
無
一
》
欲
楽
願
一
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真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
阿
毘
達
磨
経
の
偏
頌
は
阿
黎
耶
識
存
在
の
教
証
（
尉
画
ｇ
巴
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
偶
頌
は

仏
性
如
来
蔵
存
在
の
教
証
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
章
は
安
慧
造
の
「
唯
識
三
十
頌
釈
」
と
「
宝
性
論
」

（
２
）

に
み
る
こ
と
が
で
き
を
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
偶
頌
は
「
摂
大
乗
論
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
偶
頌
で
、
常
に
考
察
の
対
象
に
な
る
の

は
「
界
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
切
法
の
依
止
の
「
因
の
義
」
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
真
諦
訳
の
漢
訳
部
分
に
注
目
し
よ
う
。
真
諦
訳
の
伽
の
部
は
全
く
訳
者
の
付
加
部
分
で
あ
る
。
㈲
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
及
び
他

の
漢
訳
と
比
較
し
て
本
来
の
世
親
の
注
釈
に
当
る
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
何
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
に
は
相
当
す
る
注
釈
が
見
当
ら
な

い
。
し
か
し
、
漢
訳
三
本
に
は
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
に
は
真
諦
の
付
加
の
解
説
を
達
磨
笈
多
訳
が
引

用
し
、
そ
れ
を
更
に
玄
笑
訳
が
引
用
し
た
も
の
と
す
る
見
方
と
、
二
に
は
現
存
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
と
真
諦
・
達
磨
笈
多
・
玄
葵
の
三
師
が

所
持
し
た
原
典
と
は
異
っ
て
い
た
と
す
る
見
方
と
で
あ
る
。
漢
訳
の
『
世
親
釈
』
三
本
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
よ
り
早
い
漢
訳
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
更
に
真
諦
訳
の
性
格
を
考
え
る
と
前
者
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

側
の
箇
所
に
つ
い
て
更
に
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
箇
所
は
真
諦
の
唯
識
説
の
特
徴
が
最
も
よ
く
証
明
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
伽
の
部

分
は
更
に
二
区
分
の
解
釈
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
そ
の
㈲
は
真
諦
訳
の
「
仏
性
論
」
巻
二
に
説
く
、
如
来
蔵
の
五

義
と
比
較
対
照
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
㈲
は
「
宝
性
論
』
に
説
か
れ
る
無
始
以
来
性
の
偶
頌
の
注
釈
と
対
応
し
て
い
る
。
「
宝
性
論
』

で
は
次
の
よ
う
に
漢
訳
さ
れ
て
い
篭

ノ
ヨ
リ
タ
ハ

ル
ノ
ト

無
始
世
来
性
作
二
諸
法
依
止
一

リ
テ
ニ
リ

ピ
ス
ノ
ワ

依
レ
性
有
二
諸
道
一
及
証
二
浬
藥
果
一
。

こ
の
よ
う
に
真
諦
訳
は
阿
黎
耶
識
の
存
在
を
証
明
す
る
偶
頌
の
注
釈
部
分
に
、
同
一
の
偶
頌
の
注
釈
で
あ
る
が
如
来
蔵
の
存
在
を
証
明
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す
る
解
釈
を
用
い
て
い
る
。
真
諦
の
伝
え
た
唯
識
説
は
悉
有
仏
性
を
認
め
る
説
で
あ
り
、
五
姓
各
別
説
を
認
め
る
玄
英
の
伝
え
た
法
相
唯

識
説
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｊ

ノ
ニ

イ
テ
ヲ
ク

哩
論
日
。
阿
毘
達
磨
中
、
復
、
説
し
偶
言
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

ｔ

ハ
リ
テ
ニ
ス

ナ
ル
ガ

諸
法
依
レ
蔵
住
一
切
種
子
識
〔
論
日
。
〕
ま
た
、
そ
れ
〔
阿
毘
達
磨
経
〕
に
よ
る
、

ニ
ク

ト
レ
ニ
ノ
ク

（
１
）

故
名
一
阿
黎
耶
一
我
為
勝
人
一
説
諸
法
は
依
処
で
あ
っ
て
、
一
切
種
子
の
識
で
あ
る
。

ハ
リ
テ
ニ
ス
ト
ハ

ニ
ナ
シ

ワ
フ

釈
日
。
諸
法
依
レ
蔵
住
者
、
第
二
句
釈
一
第
一
句
一
・
謂
二
一
そ
れ
故
に
ｅ
・
淫
）
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
る
〔
と
名
づ

ナ
リ
ト
ル
ガ
ト
ト
ニ
ニ
ジ

ハ
シ
テ
ノ
ハ
ニ

切
種
子
識
一
。
由
一
煩
悩
業
一
故
変
、
阿
黎
耶
識
相
続
前
果
報
後
け
る
。
〕
最
勝
者
に
対
し
て
我
は
そ
れ
を
説
く
、

ズ
ル
ナ
リ
ワ
ク
ト
ハ

ト

ハ
シ
ワ
シ
ヲ
テ
な
ず
ク
卜

成
し
因
。
故
名
二
阿
黎
耶
一
者
、
顕
し
義
証
し
名
以
名
二
目
識
一
。
と
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
教
証
で
あ
る
。

レ
ニ
ノ
ク
ト
ハ

ト
ハ
フ
ノ
ワ
レ
ハ
ノ
ノ
ニ
シ
テ

我
為
一
勝
人
一
説
者
、
勝
人
謂
二
諸
菩
薩
一
．
是
菩
薩
境
界
依
止
、
〔
釈
日
。
〕
そ
れ
が
ア
ー
ラ
ャ
識
の
所
知
依
の
体
の
教
証
で
あ

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

注
（
１
）
尊
き
巴
ご
Ｆ
三
ゞ
く
二
昌
宮
言
堅
『
與
勝
丘
１
三
㎡
（
層
１
の
↑
ご
誤
）
・
詞
雪
．

中
村
瑞
隆
「
梵
漢
対
照
・
究
寛
一
乗
宝
性
論
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
昭
和
四
十
六
年
）
、
一
四
一
’
一
四
二
頁
。

拙
論
「
真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
此
界
無
始
時
偶
と
最
滴
浄
法
界
に
つ
い
て
」
（
「
勝
呂
信
静
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
、
山
曹
房

仏
書
林
、
平
成
八
年
）
、
二
八
’
二
九
頁
。

（
２
）
拙
論
「
世
親
造
「
摂
大
乗
論
釈
』
所
知
依
章
の
漢
蔵
対
照
㈲
」
（
「
法
華
文
化
研
究
」
第
十
八
号
、
平
成
四
年
）
二
八
’
三
○
頁
。

（
３
）
注
仙
の
拙
論
一
二
○
’
一
二
五
頁
参
照
。
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付
加
さ
れ
て
い
る
。

ル
ガ
ト
ト
ニ
ニ
ジ

こ
こ
で
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
名
称
が
説
か
れ
、
そ
れ
は
一
切
種
子
識
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
真
諦
訳
に
は
「
由
二
煩
悩
・
業
一
故
変
、

ハ
シ
テ
ノ
ハ
ニ
ズ
ル
ナ
リ
ヲ

レ
ハ

ノ
ノ
ニ
シ
ー
ア
ピ
ク
プ
ル
ガ
ヲ
二
ニ
ノ
ク
ナ
リ

阿
黎
耶
識
相
続
前
果
報
後
成
し
因
。
」
と
「
是
（
阿
黎
耶
識
）
菩
薩
境
界
依
止
。
及
能
障
一
・
菩
薩
道
一
故
、
為
一
菩
薩
一
説
・
」
と
の
解
釈
が

注

山
③
こ
の
偶
頌
の
前
半
（
一
句
・
二
句
）
の
一
呂
○
の
百
９
ｍ
ｍ
９
コ
一
言
ョ
の
ｏ
且
つ
農
二
一
『
。
ｍ
ョ
ｇ
『
い
の
め
９
百
コ
明
言
、
一
の
一

は
、
世
親
の
注
釈
で
は
呂
○
の
『
国
、
ョ
百
コ
”
旨
、
ご
画
の
嵐
ご
芯
一
『
．
ｍ
ョ
の
①
の
の
四
ｇ
冨
吾
、
ョ
の
。
且
冒
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
喝
頌

の
理
解
を
助
け
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
二
句
の
百
コ
鴨
三
が
百
三
ｍ
旨
、
．
ｍ
の
（
の
画
ョ
恩
田
望
巴
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
対
照
は
拙
論
〔
一
．
こ
の
注
②
の
三
十
三
頁
参
照
。

長
尾
雅
人
著
。
『
摂
大
乗
論
ｌ
和
訳
と
注
解
Ｉ
上
」
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
八
十
頁
（
注
ｌ
）
参
照
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

ピ
ク
フ
ル
ガ
ヲ
二
ニ
ノ
ク
ナ
リ

及
能
障
三
菩
薩
道
一
故
、
為
一
菩
薩
一
説
。
る
。
ま
た
更
に
、
教
証
に
お
い
て
、
「
諸
法
は
依
処
で
あ
っ
て
、

（
２
）

一
切
種
子
の
識
で
あ
る
」
と
い
う
中
に
お
い
て
、
第
一
足
（
句
）

は
第
二
足
（
句
）
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
。
「
最
勝
者
に
対
し
て
」

と
は
菩
薩
の
訓
釈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
〔
菩
薩
に
〕
ア
ー
ラ
ヤ
識

（
煩
悩
識
）
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
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ｊ

ノ
ノ
ハ
ス
ノ
ト
ピ
ト
ワ

ガ
ハ
イ
チ
ノ
ヲ

咽
論
日
。
此
阿
含
両
偽
証
一
識
体
及
名
一
。
云
何
仏
説
一
・
此
識
一

ｆ

ク
ル
ヤ

名
二
阿
黎
耶
一
・

ノ
ハ
ス
ル
ナ
リ
ハ
サ
ン
ト

ワ

釈
日
。
此
語
欲
し
顕
一
》
立
名
之
因
一
。

ノ
ノ
ノ
ハ
テ
ニ
シ
テ
ル
ガ
ト
ー

論
日
。
一
切
有
生
不
浄
品
法
、
於
レ
中
隠
蔵
為
し
果
故
。

ト
ハ
ハ
ク
ナ
リ
ノ
ニ
テ
ル
ル
ト
ノ
ノ
ヲ

釈
日
。
一
切
謂
三
世
。
三
世
中
、
取
二
正
生
能
生
不
浄
品
法
一
・

ユ
ル
ス
ル
ワ

ニ
ク

謂
翻
↓
五
種
浄
品
一
名
一
木
浄
品
一
・

ノ
ハ
テ
ノ
ー
シ
テ
ル
ガ
ト
ー

論
日
。
此
識
於
二
諸
法
中
一
隠
蔵
為
し
因
故
。

ト
ハ
ハ
ク

ノ
ニ
・
ン
テ
チ

ナ
リ

ハ

釈
日
。
諸
法
謂
阿
黎
耶
識
果
、
即
不
浄
品
等
。
阿
黎
耶
識
蔵
．

シ
テ
ノ
ノ
ー
ル
ト
Ｄ

住
此
果
中
一
為
し
因
。

ニ
ノ
ハ
・
ン
テ
ノ
ノ
ニ
ル
ガ
ル
ー
ヲ
二

論
日
。
復
、
次
諸
衆
生
蔵
此
識
中
一
、
由
し
取
一
》
我
相
一
故
、

ノ
ー
ク

是
故
名
一
阿
黎
耶
識
一
・

卜
ピ
ト
ニ
ク
ノ

釈
日
。
閾
春
以
が
熱
認
醒
織
毎
阿
陀
那
識
及
意
識
一
、
説
一
衆
生

ワ
ワ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ
シ
キ
モ
ノ

ガ
シ
ラ
パ
ズ
ル
ヤ

名
一
。
何
以
故
、
一
切
衆
生
無
し
無
我
執
一
。
我
執
若
起
、
縁
一
↓

ノ
ヲ
ジ
テ
ヲ
ル
ニ
シ
テ
ニ
シ
テ
ル
ガ
ゼ
ナ
リ

何
境
一
・
縁
一
本
識
一
起
、
微
細
一
類
相
続
不
し
断
故
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
） チ

ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
〕
云
何
に
、
そ
れ
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
説
か
れ
る
か
。
一

切
の
有
生
に
よ
っ
て
、
一
切
の
雑
染
法
が
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ヤ

識
）
の
中
に
果
の
状
態
（
果
性
）
と
し
て
隠
蔵
（
内
蔵
）
さ

れ
、
或
は
、
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
は
ま
た
因
の
状
態
（
因

性
）
と
し
て
隠
蔵
さ
れ
る
が
故
に
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
る
。

次
に
、
諸
の
有
情
が
そ
れ
自
体
を
隠
蔵
す
る
が
故
に
ア
ー
ラ

ヤ
識
で
あ
る
。

〔
釈
日
。
〕
「
そ
れ
を
隠
蔵
す
る
」
と
は
、
依
止
の
こ
と
で
あ
る
。

「
有
生
」
と
は
、
生
じ
て
有
る
。
そ
の
と
こ
ろ
に
生
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
雑
染
の
法
」
と
は
、
清
浄
を
遮
す
る
意

味
で
あ
る
。
「
諸
の
有
情
が
生
ず
る
そ
れ
自
体
を
隠
蔵
す
る
が

故
に
」
と
は
、
執
持
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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ｊ

ノ
ハ
ク

ニ
〃
夕
・
ン

一
一

Ｍ
論
日
。
〔
此
識
亦
名
一
阿
陀
那
識
一
・
〕
阿
含
云
如
一
解
節
経

ｆ

ノ
ク
ノ

所
し
説
偏
一
。ハ

ニ
シ
テ

ノ
ハ
ス

執
持
識
深
細
諸
種
子
恒
流

一
ア
ニ

カ
レ
ハ
ラ
ン
シ
テ
ス
コ
ト
、
卜

於
レ
凡
我
不
レ
説
彼
勿
一
執
為
雇
我

ニ
イ
０
ナ

ノ
ワ
ス
ト
ノ
ニ
イ
ー
ア
ノ
ヲ
ス

艸
釈
日
。
前
引
一
阿
毘
達
磨
偶
一
為
し
証
。
此
中
、
更
引
二
経
偽
一
為
レ

ト

ハ
テ
ヲ
シ
ト
ハ
テ
ヲ
ス
ト
ニ
ハ
ズ
リ

証
。
阿
毘
達
磨
以
レ
理
為
し
勝
、
経
以
レ
教
為
し
勝
。
教
必
有
し
理
、

ハ
ズ
フ
ニ
ノ
ワ
ク
ト
シ
ル
レ
バ
ノ
ノ
ワ
ッ
ル
コ
ト
ワ
ゼ

理
必
順
し
教
。
此
二
名
し
証
。
若
離
一
》
此
二
証
立
レ
義
不
レ
成
・

ノ
ハ
リ

ヅ
ハ
グ

ー
ー

⑧
此
証
従
二
解
節
経
一
出
。
仏
、
告
二
広
慧
菩
薩
一
・

ヨ
ナ
ノ
ニ
ノ
ノ
ハ
ッ
テ
リ

ニ
ハ
ケ

仙
広
慧
於
六
道
生
死
一
、
是
諸
衆
生
随
在
一
衆
生
聚
一
、
或
受
二
卵

ヲ
ノ
ー
》
ナ
ワ
ピ
ス
ニ
ク
ル
ワ

生
、
胎
生
、
漫
生
、
化
生
一
、
此
中
得
し
身
及
成
就
。
初
受
レ
生

玄
婆
訳
）
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

チ
ベ
ッ
ト
訳
と
玄
奨
訳
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、
真
諦
訳
に
は
三
世
中
の
正
生
と
能
生
と
の
不
浄
品
が
説
か
れ
、
ま
た
五
種
浄
品

シ
ざ
ア

ピ
ニ
ク
ノ
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ
・
ン
キ
モ
ノ

シ
ラ
パ
ズ
ル
ヤ
ノ

な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。
更
に
、
「
約
一
阿
陀
那
識
及
意
識
一
、
説
二
衆
生
名
一
・
何
以
故
、
一
切
衆
生
無
し
無
二
我
執
一
・
我
執
若
起
、
縁
気
何

ヲ
ジ
ナ
ワ
ル
ニ
シ
テ
ニ
シ
テ
ル
ガ
ゼ
ナ
リ

境
一
。
縁
一
本
識
一
起
、
微
細
一
類
相
続
不
し
断
故
。
」
と
の
部
分
は
真
諦
の
解
釈
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
本
論
で
は
、
、
ご
Ｏ
Ｈ
ｇ
（
昌
目
）
は
隠
蔵
（
真
諦
訳
）
、
依
住
（
笈
多
訳
）
、
摂
蔵
（
玄
英
訳
）
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
世
親
釈
」
で
は
、
言
い
冒
冒
『
ご
＆
（
且
四
目
目
巴
と
注
釈
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
執
（
真
諦
訳
）
、
執
取
（
笈
多
訳
．

チ
ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
。
〕
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
は
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
と
名
づ

け
ら
る
。
こ
れ
に
対
し
て
教
証
と
し
て
解
深
密
経
の
中
に
、

ア
ー
ダ
ー
ナ
識
は
深
細
に
し
て
、
一
切
の
種
子
は
爆
流
の

如
く
に
流
れ
る
。

彼
ら
が
そ
れ
を
自
我
と
分
別
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い

故
に
、
こ
れ
を
我
は
諸
の
凡
夫
に
対
し
て
は
説
か
な
い
、

と
説
か
れ
る
が
如
き
で
あ
る
。

〔
釈
日
・
〕
ま
た
、
教
証
と
し
て
、
そ
の
解
深
密
経
の
中
に

〔
説
か
れ
る
〕
。
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ノ
ヅ
シ
シ
テ
ト
ナ
ル
ハ
ル
ノ
ー
ユ
ル
ノ
ト

時
、
一
切
種
識
先
熟
合
大
長
回
、
依
二
二
種
取
一
・
謂
有
依
色
根
、

ビ
ワ
ス
ル
ノ
ト
ナ
リ
シ
ノ
ナ
ラ
パ
リ
ノ

及
相
名
、
分
別
言
説
習
気
。
若
有
色
界
中
有
一
・
二
種
取
一
、

シ
ナ
ラ
パ
シ
ノ

若
無
色
界
無
一
》
二
種
取
一
・

ヨ
ノ
ハ
ハ
イ
テ
ク

ト
ワ
テ
ノ
ニ
ツ
テ
ノ
ー
ク

②
広
慧
、
此
識
或
説
名
一
阿
陀
那
一
。
何
以
故
、
由
一
此
本
識
一
能

ス
ル
ガ
ワ
ナ
リ
ハ
イ
テ
ク

ト
ワ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ

執
二
持
身
一
故
。
或
説
名
二
阿
黎
耶
識
一
。
何
以
故
、
此
本
識

・
丁
二
二
シ
テ
ジ
ク
ス
ル
ガ
ヲ
ナ
リ
ハ
イ
テ
ク
ト
ヲ
テ
ノ

於
レ
身
常
蔵
隠
、
同
二
成
壊
一
故
。
或
説
名
一
質
多
一
。
何
以

二
ノ
ハ

ノ
ノ
ナ
ル
ガ
ス
ル
ナ
リ

故
、
此
識
色
声
香
味
鯛
等
諸
塵
所
完
生
長
一
故
。

ヨ
リ
テ
ト
ス
ル
ニ
ノ
ヲ
ノ
ハ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ユ
ル

⑧
広
慧
、
依
レ
縁
一
↑
此
本
識
一
、
是
識
聚
得
し
生
。
謂
眼
識
乃

ナ
リ
ツ
テ
ノ
ー
ジ
テ
ノ
ヲ

ガ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

至
意
識
。
依
一
有
識
眼
根
一
縁
一
外
色
塵
一
、
眼
識
得
し
生
。
與
一
》

ト

ニ
ニ
シ
テ
ワ
リ
ノ
ノ
ル

眼
識
一
同
一
時
共
し
境
、
有
二
分
別
意
識
起
一
・

ョ
シ
ノ
ガ
ズ
レ
パ
ノ
ノ
ノ
ガ
ジ
テ

側
〔
広
慧
〕
、
若
一
眼
識
生
、
是
時
、
一
分
別
意
識
生
、
與
一
眼

卜
ニ
ス
ワ
ノ
ガ
シ
ニ
ト
ハ
ト
ニ
レ
パ
ノ
ニ
モ
ノ

識
一
共
し
境
。
此
眼
識
若
共
一
》
二
識
一
或
三
四
五
共
起
、
是
時
一

リ
ノ

ト
ニ
ジ
テ
ヲ
ズ
ル
コ
ト
シ

ノ

有
一
・
分
別
意
識
一
、
與
二
五
識
一
共
縁
し
境
生
、
如
一
》
大
水
流
一
・

ョ
シ
レ
パ
ノ
ク
ス
ノ
ヲ
二
ル
チ
リ
シ
ハ
シ
ハ

⑤
〔
広
慧
〕
、
若
有
一
・
一
能
起
し
浪
因
至
一
則
一
浪
起
、
若
二
若

ク
ノ
ク
ス
ノ
ヲ
ニ
レ
バ
チ
リ
ノ
ハ
ニ
レ
テ

ゼ

多
能
起
し
浪
因
至
、
則
多
浪
起
、
是
水
常
流
不
レ
震
不
レ
断
。
復

二
｝
ア
ナ
ル
ノ
ー
シ
レ
パ
ノ
ク
ス
ノ
ワ
ニ
ル
チ

次
、
於
一
・
清
浄
円
鏡
面
中
一
、
若
有
一
》
一
能
起
し
影
因
至
一
、
則
一

リ
シ
ハ
シ
ハ
ク
ノ
ク
ス
ノ
ヲ
ニ
レ
パ
チ
リ
ノ
ノ
ハ

影
起
、
若
二
若
多
能
起
し
影
因
至
、
則
多
影
起
、
是
円
鏡
面
不
レ

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二

（
岩
田
）

ｂ

⑪
広
溌
よ
、
こ
の
六
趣
の
輪
廻
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
耐
〕
Ｄ

有
情
が
そ
れ
ぞ
れ
の
有
情
衆
の
中
に
、
或
は
卵
生
に
生
じ
、
或

は
胎
生
し
、
或
は
混
生
し
、
或
は
卵
生
の
生
ず
る
中
に
、
身
体

を
現
前
す
る
を
得
て
生
起
す
る
、
そ
の
最
初
に
お
い
て
そ
の
如

く
に
二
の
執
受
が
あ
る
。
〔
一
に
は
〕
同
類
の
色
根
と
執
受
と
、

〔
二
に
は
〕
相
と
名
と
分
別
に
お
け
る
仮
説
の
戯
論
の
習
気
の

執
受
に
よ
っ
て
、
一
切
の
種
子
の
心
〔
識
〕
は
異
熟
し
て
転
変

を
増
益
し
増
長
し
広
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
有
色
界

な
ら
ば
二
の
執
受
が
あ
り
、
無
色
界
な
ら
ば
二
の
執
受
は
な
い
。

②
広
慧
よ
、
そ
の
〔
ア
ー
ラ
ヤ
〕
識
は
ま
た
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
と

名
づ
け
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
こ
の
所
知
の
身
体
と
し

て
執
持
す
る
故
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
名
づ
け
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
は
身
体
の
中
に
同
安

危
二
つ
の
も
の
と
し
て
和
合
し
安
楽
と
な
る
）
の
義
に
よ
り

す
べ
て
の
和
合
（
恩
ヨ
冒
恩
）
と
充
分
な
和
合
（
胃
ｇ
ｏ
恩
）

さ
れ
る
故
で
あ
る
。
ま
た
〔
ア
ー
ラ
ャ
識
は
〕
心
と
名
づ
け
る
。
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真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

ゼ
ズ
ル
モ
ヲ
シ

転
、
成
し
影
亦
無
二
損
減
一
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
色
声
香
味
触
な
ど
の
諸
法
に
よ
る
積

ヨ
ノ
モ
ホ
・
ン

ピ
ノ
リ
テ
ノ
ー
シ

⑥
〔
広
慧
〕
、
此
本
識
猶
如
一
水
流
及
鏡
面
一
、
依
一
此
本
識
一
、
若
集
（
３
ョ
。
詳
巴
と
滋
長
（
積
集
、
昼
ｇ
ｏ
群
巴
す
る
が
故
で

レ
バ
ノ
ク
ス
ノ
ワ
ニ
シ
チ
ノ
リ
・
ン
レ
バ
ノ
ク

有
下
一
能
起
一
眼
識
一
縁
至
上
、
則
一
眼
識
起
、
乃
至
若
有
一
一
五
能
あ
る
。

ス
ノ
ヲ
二
ル
チ
ヲ
ス

起
し
識
因
至
一
、
則
五
識
起
。
⑥
広
慧
よ
、
そ
の
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
の
中
に
所
依
し
所
住
（
建
立
）

ヨ
ク
ノ
ハ
テ

ニ
リ

ク
ス

、
広
慧
、
如
レ
此
菩
薩
依
二
法
如
智
一
有
二
聰
慧
一
・
能
通
二
達
意
心
す
る
こ
と
か
ら
六
識
身
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
眼
識
と
耳
・
鼻
・

ノ
ノ
ニ

ノ

ハ
ヅ
テ
キ
ノ
ノ
ー

識
秘
密
義
一
・
諸
仏
如
来
如
理
如
量
、
由
二
如
レ
此
義
一
、
不
し
記
三
舌
・
身
・
意
識
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
識
と
共
な
る
所
の
眼
と

七
ノ
ノ
ク
ス
ル
コ
ト
ロ
ワ
ノ
ノ
二

説
諸
菩
薩
能
通
一
達
意
識
心
秘
密
義
一
。
諸
色
を
所
依
（
縁
）
と
す
る
こ
と
か
ら
眼
識
が
生
じ
、
そ
の
眼

ヨ
ノ
ハ
ッ
テ
ニ
ル
ニ

ピ

ヲ

⑧
広
慧
、
諸
菩
薩
由
三
如
実
不
し
見
二
本
識
及
阿
陀
那
識
等
一
、
識
と
共
に
同
時
同
境
に
転
じ
て
分
別
の
意
識
が
生
ず
る
。

テ
モ
ニ
テ
モ
ニ

ワ

ジ
ピ
ズ
ル
ワ

於
レ
内
於
レ
外
、
不
し
見
一
蔵
住
一
、
不
し
見
一
生
及
長
等
一
・
不
し
見
一
↓
側
〔
広
慧
よ
、
〕
若
し
一
眼
識
が
同
時
に
生
ず
る
な
ら
ば
眼
識

ワ

ワ

識
、
眼
、
色
及
眼
識
一
。
不
し
見
二
耳
声
及
耳
識
一
、
乃
至
不
し
見
二

と
同
境
の
唯
一
の
分
別
の
意
識
だ
け
が
同
時
に
生
ず
る
。
若
し

ピ
ヲ

身
鯛
及
身
識
一
。
識
身
の
二
、
或
は
三
、
或
は
四
が
同
時
に
或
は
五
分
の
一
が
同

ヨ
ノ
ハ
ッ
ナ

ニ
リ

ク
ス

ノ

ａ

側
広
慧
、
諸
菩
薩
依
一
法
如
智
一
有
二
聰
慧
一
、
能
通
一
達
意
心
識
時
に
生
ず
る
な
ら
ば
、
ま
た
そ
こ
に
届
〕
五
識
身
で
あ
る
と

Ｄ

ノ
ニ

ノ

ハ
ツ
テ
キ
ノ
ノ
ー
ス
ノ

秘
密
義
一
・
諸
仏
如
来
如
理
如
量
、
由
二
如
レ
此
義
一
、
記
三
説
諸
共
に
同
境
の
唯
一
の
分
別
の
意
識
と
同
時
に
生
ず
る
。

ノ
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ノ
二

菩
薩
能
通
二
達
意
識
心
秘
密
義
一
。
⑤
愉
門
に
よ
り
、
広
慧
よ
、
即
ち
、
醤
え
ば
、
大
河
の
流
れ
か

ニ
イ
テ
ワ
ネ
テ
ス
ニ
ノ
ク
ヲ

ハ
ニ
シ
テ
ト
ハ
ガ

何
復
次
引
レ
偶
、
重
釈
二
経
所
レ
説
義
一
・
執
持
識
深
細
者
、
云
何
ら
、
若
し
一
浪
が
生
ず
る
縁
が
現
起
（
現
前
）
す
る
な
ら
ぱ
た

ノ
ワ
ハ
イ
テ
ス
ヤ
ト
ク
ス
ノ
ノ
ヲ
ユ
ル

此
識
或
説
為
二
阿
陀
那
識
一
。
能
執
二
持
一
切
有
色
諸
根
一
、
謂
だ
一
浪
だ
け
が
生
ず
る
。
若
し
は
二
浪
が
〔
生
じ
〕
、
若
し
は

ク
ス
ル
ガ
ノ
ト
ピ
ノ
ト
ワ
ニ
ノ
ワ
ク

能
執
二
持
有
依
五
根
及
相
等
習
気
一
故
、
此
識
亦
名
二
阿
陀
那
一
。

多
の
浪
が
生
ず
る
縁
が
現
起
す
る
な
ら
ば
多
の
浪
が
生
ず
る
と

(〃0）



ニ
シ
テ
ト
ハ
ク
シ
キ
ガ
シ
ナ
リ
ノ
ハ
ス
ド
Ｕ
ハ
ノ
ノ

深
細
者
、
難
し
滅
難
レ
解
故
。
諸
種
子
恒
流
者
、
一
切
不
浄
品
い
い
、
そ
の
〔
大
〕
河
の
自
流
は
間
断
が
起
ら
な
い
し
、
尽
き

ハ
ク
ジ
シ
ト
シ
ー
ア
ス
ル
コ
ト
シ
ノ
ー
シ
ナ
ナ
ル
ガ

法
、
能
生
黛
習
所
依
住
、
如
二
水
流
念
念
生
滅
、
相
続
不
断
一
。
る
こ
と
も
起
ら
な
い
の
で
あ
る
。
清
浄
な
る
鏡
の
円
（
面
）
の

テ
ニ
レ
カ
ト
ハ
ノ
ニ
ハ
ク

メ

於
レ
凡
我
不
し
説
者
、
諸
凡
夫
人
無
二
甚
深
行
一
、
不
し
求
一
》
一
切
中
に
、
若
し
一
つ
の
影
像
が
生
ず
る
縁
が
現
起
す
る
こ
と
が
有

ヲ

ナ
ル
ガ
ニ
ト
ナ
リ
ニ
ハ

ピ
ノ
カ
レ
ラ
ン
シ
テ

智
一
、
根
鈍
故
、
不
下
為
一
凡
夫
及
二
乗
一
説
上
。
彼
勿
二
執
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
た
だ
一
つ
の
影
像
だ
け
が
生
ず
る
。
若
し

ス
コ
。
卜
Ｑ
ｒ
Ｑ
ト
ハ

リ
シ
テ
ズ
シ
ッ
テ
ニ
サ
パ
ヲ

為
．
我
者
、
一
相
起
相
続
長
。
若
衆
生
依
レ
経
、
起
一
邪
分
別
一
、
は
こ
っ
の
影
像
、
或
は
若
し
は
甚
だ
多
く
が
生
ず
る
縁
が
現
起

チ
シ
テ
ノ
ヲ
サ
ン
ト
ル
ガ
ル
ヲ
ノ
ー
レ
バ
ニ
カ

即
執
此
識
一
為
し
我
。
恐
レ
起
一
邪
執
一
故
我
不
一
為
説
一
・
す
る
こ
と
が
有
る
な
ら
ば
、
甚
だ
多
く
の
影
像
が
生
じ
、
そ
の

鏡
の
円
（
面
）
に
は
影
像
の
一
分
が
転
起
（
転
変
）
す
る
こ
と

が
無
い
だ
け
で
な
く
、
〔
二
つ
の
影
像
が
〕
和
合
す
る
こ
と
は

起
ら
な
い
。

⑥
広
慧
よ
、
そ
れ
は
〔
大
〕
河
の
如
し
。
鏡
の
如
く
、
そ
の
ア
ー

ダ
ー
ナ
識
に
お
い
て
所
依
し
或
は
所
住
に
よ
り
、
若
し
一
眼
識

の
同
時
に
生
ず
る
縁
の
現
起
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
眼
識

は
或
は
た
だ
一
だ
け
が
同
時
に
生
ず
る
。
若
し
五
識
身
の
〔
一
〕

分
の
中
に
同
時
に
生
ず
る
縁
の
現
起
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、

或
は
五
識
身
の
〔
ご
分
が
同
時
に
起
る
。

例
広
慧
よ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
菩
薩
は
法
住
智
を
所
依
と
し
、

或
は
法
住
智
を
所
住
と
す
る
こ
と
か
ら
心
意
識
の
秘
密
に
お
い

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

("1)



真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）て

善
巧
で
あ
る
と
錐
も
、
如
来
は
菩
薩
の
心
意
識
の
秘
密
に
お

い
て
善
巧
で
あ
る
こ
と
よ
り
施
設
す
る
な
ら
ば
た
だ
そ
の
こ
と

に
よ
り
一
切
に
つ
い
て
施
設
さ
れ
る
。

⑧
広
慧
よ
、
そ
の
故
に
、
菩
薩
は
内
自
証
の
ア
ー
ダ
ー
ナ
を
見

ず
、
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
を
見
な
い
と
雌
も
そ
れ
は
如
実
に
し
た
が
っ

ｂ

て
耐
〕
あ
る
。
ま
た
ア
ー
ラ
ヤ
を
見
ず
、
ま
た
ア
ー
ラ
ヤ
識

を
見
ず
、
ま
た
積
集
を
見
ず
、
ま
た
心
を
見
ず
。
ま
た
眼
〔
根
〕

を
見
ず
、
ま
た
色
を
見
ず
、
ま
た
眼
識
を
見
ず
。
ま
た
耳
〔
根
〕

を
見
ず
、
ま
た
声
を
見
ず
、
ま
た
耳
識
を
見
ず
。
ま
た
鼻
〔
根
〕

を
見
ず
、
香
を
見
ず
、
ま
た
鼻
識
を
見
ず
。
ま
た
舌
〔
根
〕
を

見
ず
、
ま
た
味
を
見
ず
、
ま
た
舌
識
を
見
ず
。
ま
た
身
〔
根
〕

を
見
ず
、
ま
た
触
を
見
ず
、
ま
た
身
識
を
見
ず
。
こ
の
故
に
、

広
慧
よ
、
菩
薩
は
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
〔
根
〕
を
見
ず
、
ま
た

諸
法
を
見
ず
、
ま
た
意
識
を
見
な
い
と
雌
も
、
そ
れ
は
如
実
に

し
た
が
っ
て
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
菩
薩
の
勝
義
に
お
け
る
善
巧

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
如
来
は
勝
善
善
巧
の
菩
薩
と
は

心
意
識
の
秘
密
に
お
け
る
善
巧
が
あ
る
と
施
設
さ
れ
る
。

(〃2）



こ
の
箇
所
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
異
名
と
し
て
の
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
真
諦
訳
は
艸
佃
⑥
の
よ
う
に
三
つ
に
区
分

で
き
る
。
㈱
の
説
明
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
り
、
他
の
訳
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
仰
の
部
分
は
、
真
諦
訳
・
笈
多
訳
・
玄
英
訳
・
チ
ベ
ッ

ト
訳
の
四
訳
が
一
致
す
る
。
こ
の
所
は
「
解
深
密
逢
巻
第
一
、
心
意
識
相
品
第
三
の
ほ
と
ん
ど
全
体
の
引
用
で
あ
篭
「
摂
大
乗
論
』

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
） 側

広
慧
よ
、
た
だ
そ
れ
に
か
ぎ
っ
て
心
意
識
の
秘
密
に
お
け
る

善
巧
が
あ
る
と
錐
も
、
如
来
は
菩
薩
の
心
意
識
の
秘
密
に
お
け

る
善
巧
で
あ
る
と
施
設
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
た
だ
そ
れ
に
か

ぎ
っ
て
施
設
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

何
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
偶
頌
に
、
「
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
は

甚
だ
深
細
に
し
て
」
と
言
う
等
に
よ
り
教
示
し
了
解
し
難
き
が

故
で
あ
る
。
．
切
の
種
子
は
爆
流
の
流
れ
る
が
如
し
」
と
は
、

順
次
に
転
ず
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
一
切
の
種
子
は
爆
流
の
流

れ
る
が
如
く
、
一
刹
那
も
な
く
順
次
に
よ
り
転
ぜ
ら
れ
る
。

「
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
」
と
は
、
名
前
の
同
義
語
（
別
名
）
と
決
定

の
語
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
自
我
と
分
別
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
は
、
或
は
ま
た
、
転
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
我
と

分
別
す
る
こ
と
は
な
さ
な
い
。

(〃3）



ｊ

ガ
ノ
ワ
ハ
イ
テ
ス
ヤ

唖
論
日
。
云
何
此
識
或
説
為
二
阿
陀
那
識
一
・

二
ニ
イ
テ

ピ
ヲ
セ
リ
ノ
ヲ
ク
ル
コ
ト
ヲ
卜

釈
日
。
前
已
引
二
正
理
及
正
教
一
、
証
三
此
識
名
二
阿
黎
耶
一
・

ガ
タ
イ
ー
ア
ノ
ワ
ク
ル
ヤ

ト

云
何
今
、
復
、
説
二
此
識
一
名
二
阿
陀
那
一
・

ク
シ
ノ
ノ
ヲ

ノ
ノ
ノ
ナ
ル
ガ

論
日
。
能
執
》
持
一
切
有
色
諸
根
一
、
一
切
受
生
取
依
止

ナ
リ
ワ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ
ノ
ニ
レ
チ

セ
七
・
ン

故
。
何
以
故
、
有
色
諸
根
此
識
所
二
執
持
一
、
不
し
壊
不
レ
失
乃

・
ン
。
ソ
ー
ナ
ニ

シ
ク
ク
ル
ワ
ル
ガ
ク
ズ
ル
ニ
ワ

至
二
相
続
後
際
一
。
又
、
正
受
レ
生
時
、
由
三
能
生
一
》
取
陰
一

ナ
リ
ニ
ノ
ハ
ク
ノ
ル
ノ
ノ
ハ
ニ
ル
ル
ガ

ニ
イ
テ

故
。
故
六
道
身
皆
如
レ
是
取
。
是
取
事
用
識
所
二
摂
持
一
故
説

ク

名
二
阿
陀
那
一
・ツ

ル
ハ
ヲ
ナ
リ
ゼ
ン
ガ
ノ
ヲ
ト
ハ
ク

釈
日
。
今
、
立
二
道
理
一
、
為
し
成
二
阿
陀
那
名
一
・
道
理
者
、
能
執
ニ

ス
ル
コ
ト
ナ
リ
ノ
ノ
ワ
ッ
テ
ノ
ハ
ス
ル
ニ
ノ
ヲ

持
一
切
有
色
諸
根
一
。
由
三
此
識
執
二
持
有
色
五
根
一
不
レ

ク
ナ
ラ
ノ
ノ
ル
ガ

ノ
ル
ノ
ニ
シ
レ
パ
二

如
下
死
人
身
、
在
中
黒
脹
壊
等
有
一
変
異
一
位
上
。
若
至
二
死
位
一
、

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

の
偶
頌
は
「
解
深
密
経
』
心
意
識
相
品
で
は
末
尾
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
論
本
に
引
用
し
た
型
に
な
っ
て
い
る
。
何
の
部
分
は
偶
頌
の
注
釈

で
あ
る
が
笈
多
訳
・
玄
英
訳
に
比
較
す
る
と
真
諦
訳
は
二
倍
の
長
さ
に
な
っ
て
い
て
、
解
説
さ
れ
て
い
る
。

注
（
１
）
「
解
深
密
経
」
巻
第
一
、
大
正
蔵
十
六
、
六
九
二
ｂ
ｌ
ｃ
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
。
〕
云
何
に
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

一
切
の
有
色
の
諸
根
の
因
で
あ
る
と
、
一
切
の
身
体
を
取
る

所
依
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
こ
の
如
く
、
寿
命
（
生
命
）
が

続
い
て
い
る
限
り
、
有
色
の
五
根
が
壊
わ
れ
な
い
で
、
そ
れ

（
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
）
に
よ
り
摂
持
す
る
と
、
ま
た
、
再
び
生

を
受
け
る
と
き
、
そ
の
生
す
る
の
を
取
陰
（
摂
受
）
す
る
が

故
に
身
体
を
執
受
す
る
。
そ
の
故
に
、
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）

は
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

〔
釈
日
。
〕
「
一
切
の
有
色
の
諸
根
の
因
で
あ
る
」
と
説
く
の
は
、

何
と
な
れ
ば
、
〔
有
色
の
諸
根
の
因
に
よ
り
〕
寿
命
が
限
り
な

く
流
転
し
て
い
る
と
い
う
等
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
切
の
有

(刀4）



ハ
ス
ヲ
ノ
ノ
ハ
チ
ル
ノ
ー

阿
黎
耶
識
捨
一
離
五
根
一
。
是
時
、
黒
脹
壊
等
諸
相
即
起
。
是
故
色
の
眼
等
の
根
が
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
執
持
す
る
と
き
、
死
人
の
身

ン
デ
ル
ツ
テ
ニ
ノ
ノ
ル
ル
ニ
ノ
ノ
ハ
セ

定
知
、
由
下
為
一
此
識
一
所
中
執
持
上
、
一
期
中
五
根
不
二
破
壊
一
。
の
よ
う
に
青
色
な
ど
の
位
（
状
態
）
に
変
る
こ
と
は
な
い
こ
と

一
切
受
生
取
依
心
膨
瀞
睡
卜
春
、
些
一
曇
ァ
蚤
す
り
前
間
一
一
。
此
謝
謂
か
ら
、
若
し
死
の
時
に
至
っ
て
、
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
を
捨

ノ
・
ン
ク
ク
ル
ワ
ク
ズ
ワ
ノ
ノ
ハ
ニ
ル

生
正
受
し
生
時
、
能
生
二
取
陰
一
。
此
取
体
性
、
識
所
二
執
持
一
・

離
す
る
な
ら
ば
こ
れ
自
体
が
青
色
な
ど
の
位
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ル
ノ
ハ
レ
シ
ク
ス
ル
ナ
ル
ニ
ノ
ニ
シ
ク
ク
ル
ヲ
ノ
ハ

由
二
此
識
是
正
受
生
識
一
。
是
故
正
受
レ
生
時
、
一
切
生
類
皆
そ
れ
故
に
、
そ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
、
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）

ル
ノ
ノ
ト

ノ
モ
ニ
ノ
ノ
ル

テ

為
一
《
此
識
所
摂
一
。
一
期
受
身
亦
為
二
此
識
所
し
摂
。
於
二
阿
黎
耶
に
よ
る
執
持
が
あ
る
限
り
、
寿
命
は
失
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

ノ
ニ
ノ
ワ
ス
ル
ガ
ナ
リ
テ
ノ
ノ
ヲ
ニ

ワ
ク

識
中
一
、
身
種
子
具
足
故
。
以
二
是
義
一
故
、
阿
黎
耶
識
亦
名
二
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
一
切
の
身
体
を
取
る
所
依
で
あ
る
故
に
」

卜

阿
陀
那
一
。
と
は
、
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
説
く
の
は
「
再

び
生
を
受
け
る
（
結
生
）
と
き
、
そ
れ
自
体
の
生
起
に
お
い
て

執
持
す
る
」
と
い
う
こ
れ
が
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
、

そ
れ
が
生
を
受
け
る
と
き
生
を
受
け
る
こ
と
が
生
じ
て
取
す
る

こ
と
か
ら
一
切
の
身
体
が
摂
持
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ア
ー
ラ
ヤ

識
の
中
に
一
切
の
身
体
の
薫
習
が
住
す
る
が
故
で
あ
る
。
そ
れ

自
体
が
生
ず
る
か
ら
し
て
、
「
そ
れ
の
生
ず
る
」
と
は
、
そ
れ

（
自
体
）
の
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
「
執
持
す
る
」
と
は
、
そ
れ

自
体
の
生
ず
る
と
こ
ろ
の
執
持
で
あ
り
、
ま
た
執
持
す
る
こ
と

自
体
の
事
物
言
閉
目
）
が
生
ず
る
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
は
ア
ー

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

(〃5）



ｊ

ハ
イ
テ
ク
ト
シ

ノ
ヘ
ル
ガ
卜

咽
論
日
。
或
説
名
し
心
。
如
三
仏
世
尊
言
二
心
意
識
一
。

卜
ゼ
ト
ハ
ル
ノ
ノ
ル
ヲ
カ
ラ
ノ
モ
ニ
ル

釈
日
。
阿
黎
耶
識
及
意
、
見
二
此
二
義
不
●
同
。
心
義
亦
応
し
有
し

り
ノ
ノ
ハ
ン

異
。
此
三
界
相
、
云
何
。

ニ
リ

ニ
ハ
ク
た
め
二
ノ
ス
ル

ナ
ル
ガ
二

論
日
。
意
有
二
二
種
一
・
一
能
與
二
彼
生
一
、
次
第
縁
依
故
、

ニ
セ
ル
ヲ
シ
ト
｜
ナ
ノ
ス
ル
ナ
ル
ワ
ス
卜

先
滅
識
為
し
意
、
又
以
二
識
生
依
止
一
為
し
意
。

シ
ハ
シ
・
ン
テ
ニ
ク
ゼ
パ
ワ
イ
テ
レ
ワ
ク
卜

釈
日
。
若
心
前
滅
後
生
、
無
間
能
生
二
後
心
一
、
説
し
此
名
し
意
。

リ

ク
リ
シ
ク
ズ
ル
ノ
ト

ヒ
ゲ

復
有
し
意
、
能
作
二
正
生
識
依
止
一
、
與
二
現
識
一
不
二
相
妨
一
・

ノ
ハ
ル
ガ
ノ
ズ
ル
ト
ニ
ケ
ナ
シ
ト
シ
ク
ズ
ル
ワ
ク
ト
シ
チ
卜

此
二
為
二
識
生
縁
一
故
名
為
し
意
、
正
生
者
名
し
識
。
此
即
意
與
レ

ト
ノ
リ
ナ
リ

識
異
。

ニ
ハ
ノ
ニ
シ
テ

ト
ニ
ス

論
日
。
二
有
染
汚
意
、
與
二
四
煩
悩
一
恒
相
応
。

阿
陀
那
識
（
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
、
且
習
四
‐
且
愚
息
）
の
意
義
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
所
は
、
真
諦
訳
の
最
初
の
「
釈
日
」

の
注
釈
に
短
か
い
解
説
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
の
箇
所
は
全
体
と
し
て
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
及
び
他
の
漢
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す

ブ
（
勺
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

ラ
ヤ
識
は
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
と
も
説
か
れ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
。
〕
そ
れ
は
心
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
。
世
尊
が
心
と
意

と
識
と
〔
の
三
〕
が
あ
る
と
説
か
れ
る
が
如
し
。

そ
の
中
で
、
意
に
は
二
種
が
あ
る
。
〔
第
一
は
〕
等
無
間

縁
を
作
す
こ
と
に
よ
り
〔
直
後
の
意
へ
の
〕
所
依
と
な
る
故

に
、
無
間
減
の
識
が
意
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
、
〔
以
後
の
〕

識
が
生
ず
る
所
依
と
な
る
。
第
二
に
は
染
汚
（
匡
忠
巴
の

意
で
あ
っ
て
、
四
煩
悩
〔
即
ち
〕
㈲
有
身
見
、
口
我
慢
、
伺

我
愛
、
倒
無
明
と
恒
に
相
応
（
結
合
）
し
て
い
る
。
そ
れ
は

識
が
雑
染
（
闇
昌
室
忠
巴
さ
れ
る
所
依
で
あ
る
。

〔
前
六
〕
識
は
〔
意
の
〕
第
一
の
所
依
に
よ
っ
て
生
起
す

(〃6）



レ
ス
セ
ン
ト

ヲ
ヲ
力

卜
云
フ
ヤ

釈
日
。
此
欲
し
釈
一
》
阿
陀
那
識
一
・
何
者
四
煩
悩
。
る
の
に
対
し
て
、
第
二
に
よ
っ
て
染
汚
を
作
す
。
〔
前
六
識

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ
ニ
ハ
ナ
リ

論
日
。
一
我
見
、
二
我
慢
、
三
我
愛
、
四
無
明
。
は
〕
境
を
了
別
す
る
が
故
に
識
で
あ
る
。

ハ
レ
ス
ル
ヲ
ナ
リ
ツ
テ
ノ
ー
ス
ヲ

ト
ハ
ツ
テ

釈
日
。
我
見
是
執
し
我
心
。
随
一
此
心
一
起
一
我
慢
一
・
我
慢
者
、
由
二
〔
第
一
に
は
〕
等
無
間
〔
縁
の
識
〕
で
あ
る
こ
と
と
、
〔
第

二
ス
ナ
リ
ヲ
ニ
ハ
キ
ー
ス
ヲ
ヲ
イ
テ
ク
ト
ノ
ハ

我
執
一
起
一
高
心
一
・
実
無
し
我
起
一
我
貧
一
説
名
一
我
愛
一
・
此
三
惑
二
に
は
〕
思
量
〔
の
義
〕
の
故
に
、
意
は
二
種
で
あ
る
。

ジ
テ
テ
ヲ
ス
ト
ユ
ル
ト
ト
ニ
ガ
ノ
テ
ヲ
セ
ケ
テ
ス
卜

通
以
無
明
一
為
し
因
。
謂
諦
実
因
果
心
迷
不
レ
解
名
為
二
無
明
一
。
〔
釈
日
。
〕
ま
た
「
そ
れ
は
心
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
」
と
言
う

ノ
ハ
レ
ノ
ノ
ナ
リ
ノ
ハ
テ
ニ
ト
シ
テ

論
日
。
此
識
是
餘
煩
悩
識
依
止
。
此
煩
悩
識
由
一
第
一
一
依
止
と
こ
ろ
の
、
心
そ
の
も
の
（
心
性
）
と
は
ア
ー
ラ
ャ
識
で
あ
り
、

ジ
テ
ニ
ス
ル
ナ
リ

生
、
由
一
｜
第
二
一
染
汚
。
意
識
の
種
々
の
義
（
境
）
に
お
け
る
所
縁
の
如
く
、
ま
た
こ
の

ノ
ハ
テ
ス
ル
ニ
ニ
ガ
ジ
テ
ニ
ハ

釈
日
。
此
染
汚
識
由
レ
依
一
↓
止
第
一
一
識
生
、
由
一
第
二
一
識
染
種
々
の
義
を
生
ず
る
と
い
う
、
こ
れ
に
よ
り
顕
示
（
説
）
す
る
。

齢
舜
第
己
瞬
ル
誠
舞
蔦
餘
識
隣
↑
盛
シ
繼
雌
塁
侭
出
鵬
”
そ
の
中
で
尋
無
間
縁
を
作
す
故
に
、
無
間
減
の
識
は
意
識
の

ナ
リ
ノ
ヲ
ク

ト

ノ
ナ
ル
ガ
ナ
リ
シ
ガ
シ
ク
ス
モ

故
。
第
二
識
名
二
染
汚
識
一
。
煩
悩
依
止
故
。
若
人
正
起
二
善
因
と
作
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
第
一
の
意
で
あ
る
。
第
二
に
は

ワ
リ
ノ

心
一
亦
有
二
此
識
一
・

四
煩
悩
に
よ
る
染
汚
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
は
有
身
見
で
あ
り
、

ル
ガ
ジ
ヲ
ピ
シ
テ
ク
ス
ル
ニ
ニ
ノ
ヲ
ク
ト

論
日
。
由
二
縁
し
塵
及
次
第
、
能
分
別
一
故
此
二
名
し
意
。
我
に
執
着
す
る
と
ま
た
そ
の
増
上
〔
力
〕
に
よ
る
我
慢
で
あ
り
、

テ
ノ
ク
ル
ワ
ワ
ニ
ケ
ト
ク
ニ
ノ
ズ
ル
ト
ナ
ル
ガ
ニ
ク

釈
日
。
以
二
能
取
咳
塵
故
名
し
識
、
能
與
二
他
生
一
依
止
故
名
レ
我
を
高
挙
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
、
ま
た
そ
の
中
で
無
真

卜
ノ
ハ
レ
ナ
リ
ハ
シ
テ
ク
ス
ル
ガ
ニ
ク
卜

意
。
第
二
識
是
我
相
等
。
或
依
止
能
分
別
故
名
し
意
。
実
の
我
に
お
い
て
愛
す
る
我
を
執
着
す
る
と
、
第
二
に
は
、
そ

れ
自
体
の
因
は
無
明
で
あ
り
、
無
明
は
無
智
で
あ
る
。
「
第
一

の
所
依
に
よ
っ
て
生
起
す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
に
よ
っ
て
染

汚
を
作
す
」
と
い
う
中
で
、
無
間
〔
減
〕
の
意
識
と
言
わ
れ
る

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）

(〃7）



こ
の
箇
所
は
、
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
意
（
ョ
画
息
切
）
に
は
け
次
第
縁
依
（
等
無
間
縁
）
と
口
有

染
汚
意
（
染
汚
意
）
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
の
有
染
汚
意
は
後
に
法
相
唯
識
に
よ
っ
て
第
七
末
那
識
と
さ
れ
る
識
で
あ

フ
③
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
（
岩
田
）の

は
諸
識
の
生
ず
る
時
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
生
の
依
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
染
汚
〔
の
意
〕
と
は
雑
染
を
作
す
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
故
に
、
善
心
の
中
に
お
い
て
も
我
が
有
る
と
執
す
る
故
で

あ
る
。
「
〔
前
六
識
は
〕
境
を
了
別
す
る
故
に
識
で
あ
る
。
」

「
〔
第
一
に
は
〕
等
無
間
の
所
依
で
あ
る
と
〔
第
二
に
は
〕

我
の
思
量
の
故
に
、
意
は
二
種
で
あ
る
」
と
い
う
中
で
、
そ
の

中
で
、
境
を
取
る
義
に
よ
る
と
、
識
は
時
間
の
義
に
よ
る
と
は

第
一
の
意
で
あ
る
。
我
慢
等
に
よ
る
雑
染
の
義
に
よ
る
と
は
第

二
の
染
汚
の
意
で
あ
る
。

("8)


